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2023年 2月 12日
年間第 6主日

菊地功大司教 メッセージ

マタイ福音は、イエスご自身の存在と律法や預言者、すなわち旧約聖書との関係を語り
ます。イエスは旧約の掟や預言と無関係ではなく、イエスがもたらす神の国は旧約に記
されていることを完成すると、イエスご自身が述べておられます。

律法は、「殺すな」と定めています。しかしイエスはさらにその根本にまで立ち入り「腹
を立てるものは誰でも裁きを受ける」と指摘します。すなわち、掟は様々な枠を定める
ことで、その枠とどのように折り合いをつけて生きるのかという、いわば処世術と表裏
一体の関係を生み出すのですが、イエスはそもそも根本にある、わたしたちはどう生き
るかという生きる姿勢を問いかけます。つまり掟は、どこまでならゆるされるかの枠組
み基準ではなく、どう生きるかを生み出す基礎となるべきものです。掟をすべて守るか
ら完全な者となるのではなく、問題はどのように生きるのかであることは、福音の他の
箇所、例えば⾦持ちの善なる⻘年へのイエスのことばなどにも表されています。

2月 11 日は世界病者の日と定められています。

2 月 11 日は 1858 年に、フランスのルルドで、聖⺟マリアがベルナデッタに現れた日で
もあります。聖⺟はご自分を、無原罪の聖⺟であると⽰され、聖⺟の指⽰でベルナデッ
タが洞窟の土を掘り、湧き出した水は、その後、70 を超える奇跡的な病気の治癒をもた
らし、現在も豊かに湧き出し、多くの人に希望と生きる勇気を与える源となっています。

ルルドという聖地は、「疲れた者、重荷を負う者は、だれでもわたしのもとに来なさい。
休ませてあげよう」というイエスご自身の言葉を具現化している場所となっています。
ルルドの聖地が生み出す安らぎの雰囲気は、希望を失った人の心に希望を回復し、互い
への思いやりの心を思い起こさせる力があります。わたしたちすべての教会共同体が、
その霊的な安らぎの雰囲気に倣い、それを生み出すものでありたいと思います。
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教皇様は今年の世界病者の日のメッセージで、「働ける人だけに価値があるのではなく、
生産性のある人だけが大切なのでもありません。病者は神の⺠の中心であり、神の⺠は、
人類の預言である彼らとともに前進するのです。一人ひとりに尊い価値があり、だれも
切り捨ててはならないという預言です」と述べています。

あらためて、イエスに従うわたしたちはどう生きるべき存在であるのか、自らのあり方
を振り返ってみましょう。


